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ひずみεfとした。図 7 に測定位置の例を示す。ボルト張力

の測定にはボルト軸への埋め込み型ひずみゲージを、全長

変位の測定にはひずみ式の変位計を、離間変位の測定には

パイ型ゲージを使用した。 

  

写真 2 試験装置 

 

ボルト張力   ボルト離間距離  全長変位 

図 7 測定位置 （試験体：J08，J12) 
 

4.4 試験結果 

 弾性剛性、降伏耐力の計算値は、「鋼構造接合部設計指針

（日本建築学会）」に準拠して求めた。 

図 8 に各試験体の引張荷重 T と中央離間距離変形δの関

係を示し、フランジ板厚 tfとボルトゲージ Ltを共通とする

試験体ごとにまとめて整理した。 

引張荷重 T と中央離間距離変位δの関係は、計算値（破

線）とおおむね整合していることが確認できた。 

 

 

(2) 試験体 J02 J06 J10（共通：tf=22、Lt=120） 

 

(3) 試験体 J03、J07、J11（共通：tf=28、Lt=200） 

 

(4) 試験体 J04、J08、J12（共通：tf=28、Lt=120） 

図 8 引張荷重 T と中央離間距離変位δとの関係 

 

５．架構実験 

 

5.1 実験目的 

本工法では、「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修

設計指針・同解説」に示されている枠付き鉄骨ブレース工

法と同様の設計方法を採用することを目標にしている。そ

こで、以下の内容を確認することを目的に縮小試験体を用

いた架構実験を実施した。 

① 補強部材の終局耐力と変形性能の確認（試験体 S3） 

② 補強架構としての保有耐力と変形性能（試験体 R3） 
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5.2 実験概要 

試験体は実大の約 2/3 スケールとし、格子ブレースのボ

ルト引張接合部が破壊機構 3（フランジ曲げ）で耐力が決

るように計画した。試験体は補強部材のみの試験体 S3 と補

強架構の試験体 R3 の 2 体とし、以下に試験体の概要と各種

材料試験結果を示す。 

・格子ブレース 

 H-600×200×11×17（SS400）  

・既存 RC 柱 

断面寸法:Dx×Dy=400×400 コンクリート:Fc=15N/mm2 

主筋:20-16φ（SR295） 

せん断補強筋:□-9φ＠200（SR235） 

・既存 RC 梁 

断面寸法:B×D=300×400 コンクリート:Fc=15N/mm2 

主筋:上下共 4/4-16φ（SR295） 

せん断補強筋:□-9φ＠200（SR235） 

・間接接合部 耐震補強指針による 

表 5 鋼材材料試験結果 

 

表 6 コンクリート材料試験結果 

 

表 7 無収縮モルタル材料試験結果 

 

5.3 実験方法 

載荷方法は、建研式逆対称モーメント形式で、正負交番

繰り返し載荷とした。導入軸力は、補強部材のみの試験体

で 30～50kN 程度、補強架構の試験体では、両端の柱に一定

軸力（軸力比 0.1）を加えた。 

載荷履歴は、層間変形角 R=1/500rad.で 1 回，1/250、

1/150、1/125rad.で各 2 回、1/82rad.で 1 回繰り返した後、

正載荷方向への一方向載荷とした。なお、層間変形角 R は、

補強部材のみの試験体では枠鉄骨芯、補強架構の試験体で

は既存躯体芯で算定した。試験体の部材芯寸法を図 9 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 3 実験状況 

 
5.4 実験結果 

 図 10 に各試験体の荷重-変形曲線を、写真 4 には、最終

破壊状況を示す。 

 最大耐力の実験値は計算値を上回ることを確認した。 

 

 

 

 

試験体 S3 および R3 において枠鉄骨および端末部要素に

大きな損傷がないことを目視にて確認した。また、各変形 

時における試験体の状況を以下に示す。 
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図 9 試験体の部材芯寸法 

図 10 荷重－変形曲線 
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